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産業廃棄物の不法投棄等の状況（2022年度）について 
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PFAS の小冊子進呈中！ 
PFASとはPFOSやPFOAなどの有機フッ素化合物の総称で、撥水、撥油性を有し、難分解性で
安定しているために、様々な製品に使用されてきました。しかし、その安定性から環境中の 
残留性や生体内への蓄積性が問題視され、国内外で規制の動きがあります。 
当社では、PFAS の規制などに関する情報を小冊子としてまとめ、希望者に進呈いたします。 

環境省は、2022 年度の産業廃棄物の不法投棄や不適正処理事案等について調査結果を 

公表しました。結果の概要は以下のとおりです。 

(1)2022年度に新たに判明した不法投棄事案の件数は、134件（前年度107件、前年対比＋27件）、

不法投棄量は 4.9 万トン（同 2.2 万トン、同＋2.7 万トン）でした。

(3)2022 年度に新たに判明した不適正処理事案の件数は、107 件（前年度 131 件、前年対-24 件）、

不適正処理量は 2.6 万トン（同 10.9 万トン、同－8.3 万トン）でした。

(4)2022 年度末における不法投棄等の残存事案は、2,855 件（前年度 2,822 件、前年対比＋33 件）、

残存量の合計は 1,013.5 万トン（同 1,547.1 万トン、同－533.6 万トン）でした。

廃棄物の種類では、「がれき類」が最も件数が多く 49 件、投棄量としては「建設混合廃棄物」が 

最も多く 3.3 万トンでした。 

不法投棄の新規判明件数は、約 20 年前に比べて大幅に減少しており、一定の成果が見られます。

しかし、悪質な不法投棄は後を絶たない状況です。 

 残存事案に対する都道府県等の対応としては、現に支障が生じている 5 件については、支障除去

措置を実施予定です。支障のおそれがある 72 件については、その状況により支障のおそれの防止 

措置、周辺環境モニタリング、状況確認の立入検査などを実施中または実施予定です。 

当社では、産業廃棄物の分析を行っております。お気軽にお問い合わせ下さい。 
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